
 

 

 
 

 

 
物
価
高
騰
対
策
、
消
費
税
減
税
を
求
め
て 

要
求
運
動
を
強
め
よ
う 

8
月
14
日
に
岸
田
首
相
が
次
の
自
民
党
総
裁
選
へ
の
出
馬
を
断

念
す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。
長
期
化
し
た
支
持
率
低
迷
に
よ
る
事
実

上
、
政
権
を
投
げ
出
す
形
と
な
り
ま
し
た
。 

 

岸
田
首
相
は
会
見
で
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
の
裏
金
事
件
を
め
ぐ
る

「
政
治
と
カ
ネ
の
問
題
」
に
つ
い
て
自
民
党
内
の
派
閥
の
解
消
や
政

治
資
金
規
正
法
の
改
正
、
国
民
を
裏
切
る
こ
と
が
な
い
よ
う
信
念
を

持
っ
て
臨
ん
だ
と
し
、
こ
の
退
陣
は
自
民
党
の
組
織
の
長
で
あ
る
総

裁
と
し
て
一
連
の
不
祥
事
の
責
任
を
取
る
も
の
と
し
て
、
政
治
と
カ

ネ
の
問
題
で
追
い
詰
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ま
し
た
。 

し
か
し
実
際
に
改
正
さ
れ
た
政
治
資
金
規
制
法
で
は
、
企
業
団
体
献

金
の
抜
け
穴
で
あ
る
パ
ー
テ
ィ
券
の
販
売
を
規
制
さ
れ
ず
、
記
載
要

件
の
基
準
と
な
る
金
額
を
引
き
下
げ
、
収
支
報
告
書
に
使
途
を
明
ら

か
に
し
な
い
政
策
活
動
費
は
禁
止
ど
こ
ろ
か
合
法
化

し
ま
し
た
。
な
に
よ
り
裏
金
問
題
の
資
金
使
途
は
未

だ
国
民
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
裏
金
で
私

腹
を
肥
や
し
た
、
も
し
く
は
違
法
な
支
出
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
の
か
と
い
う
疑
念
は
解
消
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
岸
田
首
相
が
退
陣
し
て
も
、
政
治
と
カ
ネ
を

め
ぐ
る
問
題
や
自
民
党
の
体
質
も
何
も
変
わ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

岸
田
内
閣
は
、
5
年
間
で
防
衛
費
43
兆
円
と
い
う
大
軍
拡
を
進

め
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
や
先
制
攻
撃
を
容
認
す
る
安
保
三
文

書
を
２
０
２
２
年
12
月
に
閣
議
決
定
。
今
年
4
月
に
は
日
米
首
脳

会
談
で
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
日
米
一
帯
で
運
用
す
る
体
制
を
構
築
す

る
と
し
て
、
自
衛
隊
を
米
軍
の
指
揮
統
制
下
に
置
き
、

日
本
の
主
権
を
米
軍
に
委
ね
る
こ
と
ま
で
合
意
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
課
題
と
し
て
韓
国
、
中
国
、
北
朝

鮮
と
の
関
係
改
善
が
必
要
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
軍

拡
を
進
め
ア
メ
リ
カ
と
軍
事
行
動
を
一
体
化
さ
せ
る

日
本
に
近
隣
国
の
不
安
は
増
す
ば
か
り
で
す
。 

 

経
済
政
策
で
は
新
し
い
資
本
主
義
の
成
果
と
し
て
、
賃
上
げ
や
投

資
促
進
を
自
負
し
ま
し
た
。
し
か
し
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
反
省
も
な
く
、

一
時
は
1
ド
ル
160
円
台
に
到
達
す
る
円
安
を
招
き
、
急
激
な
物
価

高
で
国
民
生
活
を
ひ
っ
迫
さ
せ
て
い
ま
す
。
日
銀
は
利
上
げ
が
踏
み

切
る
と
ア
メ
リ
カ
の
景
気
後
退
傾
向
も
相
ま
っ
て
、
急
激
に
円
高
に

振
れ
株
価
は
乱
高
下
し
て
お
り
国
民
の
経
済
不
安
を
さ
ら
に
深
め
て

い
ま
す
。
賃
上
げ
の
効
果
を
自
負
し
て
い
ま
す
が
、
物
価
を
勘
案
し

た
実
質
賃
金
は
過
去
最
長
の
２
０
２
２
年
4
月
か
ら
26
カ
月
連
続

の
マ
イ
ナ
ス
を
記
録
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
消
費

税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
強
行
し
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
や
小
規
模
事
業
者
に
新
た
な
納
税
負
担
を
強
い

る
と
と
も
に
、
事
実
上
の
増
税
分
が
価
格
に
転
嫁

さ
れ
る
た
め
物
価
高
騰
を
さ
ら
に
進
め
る
要
因
に

も
な
り
ま
し
た
。 

自
民
党
の
総
裁
選
は
来
月
27
日
投

開
票
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
で
す
が
、

政
治
と
カ
ネ
を
め
ぐ
る
問
題
や
外

交
・
平
和
の
課
題
、
円
安
物
価
高
な

ど
の
経
済
政
策
、
そ
し
て
消
費
税
や

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
な
ど
の
税
制
な
ど
、

代
わ
り
映
え
の
な
い
自
民
党
政
権
の

表
紙
が
変
わ
る
だ
け
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

来
年
10
月
に
衆
議
院
の
任
期
が
迫
る

中
、
年
内
の
解
散
総
選
挙
の
可
能
性
も
高
ま
り
ま
す
。
私
た
ち
中
小

業
者
と
国
民
に
と
っ
て
、
必
要
な
政
治
の
在
り
方
を
今
一
度
考
え
る

と
と
も
に
、
消
費
税
減
税
な
ど
の
私
た
ち
の
要
求
を
実
現
さ
せ
る
運

動
を
さ
ら
に
進
め
ま
し
ょ
う
。 

 

国
民
健
康
保
険
の
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
を 

２
０
２
４
年
の
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
は
8
割
の
自
治
体
で

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
全
国
で
保
険
料
の
通
知
が
届
い
た
6
月

7
日
か
ら
20
日
ま
で
の
間
に
、
民
商
の
全
国
の
連
合
体
で
あ
る
全

商
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
国
保
払
え
な
い
」
「
国
保
高
す
ぎ

る
」
な
ど
の
検
索
に
よ
り
昨
年
比
の
4
倍
に
な
る
約
2
万
件
の
ア

ク
セ
ス
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

全
商
連
も
加
盟
す
る
中
央
社
会
保
障
推
進
協
議
会
（
中
央
社
保

協
）
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
サ
イ
ト
で
「
国
保
料
が
高
す
ぎ
る
！

国
の
責
任
で
払
え
る
保
険
料
に
し
て
く
だ
さ
い
！
」
の
署
名
を
始
め

ま
し
た
。
請
願
項
目
は
「
払
え
る
国
保
料
に
す

る
こ
と
」
「
国
保
へ
の
国
庫
負
担
を
増
や
す
こ

と
」
の
二
点
で
す
。
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
労
大

臣
を
は
じ
め
、
全
国
知
事
会
・
市
長
会
・
町
村

会
に
求
め
ま
す
。
以
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
っ
て
い
た
だ
き
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

伝
言
板 

無
料
法
律
相
談 

9
月
19
日
（
木
）
13
時
00
分 

吹
田
民
商
会
館 

北
大
阪
総
合
法
律
事
務
所
の
出
張
相
談
会
で
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
17
日
（
火
）
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

新
会
員
学
習
交
流
会
（
簡
易
な
記
帳
） 

8
月
29
日
（
木
）
19
時
00
分 

吹
田
民
商
会
館 

1
時
間
程
度
の
講
習
と
新
会
員
と
役
員
の
交
流
会
を
行
い
ま
す
。 

 

50
周
年
企
画 

大
婦
協
平
和
ツ
ア
ー
２
０
２
４  

11
月
25
日
8
時
30
分
集
合 

26
日
18
時
30
分
解
散
予
定 

集
合
・
解
散 

Ｊ
Ｒ
・
地
下
鉄 

森
ノ
宮
駅 

戦
争
遺
跡
な
ど
を
見
学
し
歴
史
に
学
ぶ
平
和
ツ
ア
ー
で
す
。 

参
加
費 

お
一
人 

4
万
2
千
円
（
予
定
） 

宿
泊
先 

戸
倉
山
田
温
泉
「
ホ
テ
ル
清
風
園
」
（
長
野
県
） 

 

 


